
 

 

【様式１】 

肢体不自由特別支援学校 中学部 準ずる教育課程及び知的障害課程 保健体育科 学習指導案 

 

〔全体計画〕 

 

日  時 平成**年＊月＊日（＊）３校時 10:45～11:35 場所 体育館 

指 導 者 Ｔ１○○, Ｔ２○○，Ｔ３○○，Ｔ４○○，Ｔ５○○，Ｔ６○○ 

単元名 「ボッチャをしよう」 

単元設定の 

理由 

 

 中学部の保健体育は，様々なチームスポーツを経験したり，生徒同士が協力したり，互い

に学び合いができる環境を設定したりするために，中学校学習指導要領に準ずる教育課程２

名と知的障害課程７名，合わせて９名で合同授業を行っている。身体の動きに関する実態は

幅広く，特に投球動作については，約10ｍ先のコートの奥まで投球できる生徒から，投げる

動作自体が難しく，ランプという勾配具を使用しないと投球できない生徒，投げる動作はで

きるが，ねらいに向かって調整することが難しい生徒など様々な生徒がいる。ボッチャの経

験については，部活動の中で公式ルールでの経験がある生徒と学部行事のレクリエーション

ボッチャのルールでしか経験したことがない生徒が混在している。また，生徒たちは全員，

身体に障害を有しており，身体を動かす機会が少ない。そのため，自分の身体の各部位や姿

勢に意識を向けたり，身体の動かし方を調整したりする力が極端に弱い実態である。そのた

め，ボッチャに取り組んでいる様子を見ても，なんとなくジャックボールの方に投げて，た

またま近づいて勝ちにつながるというゲームの楽しみ方をしている生徒も少なくない。 

 本単元で取り上げる「ボッチャ」は、ヨーロッパで生まれた重度脳性麻痺者もしくは同程

度の四肢重度機能障害者のために考案されたスポーツで，パラリンピックの正式競技であ

る。パラリンピックの競技となるほど，投球技術や戦術に奥深さがある一方，赤と青の２チ

ームに分かれ，ジャックボールにいかに近づけられるかというシンプルなルールは，発達段

階の幅の広い本集団の生徒たちにも理解しやすい競技である。本競技をⅠ課程では，生徒の

実態や特性を考慮した上で，中学校学習指導要領保健体育編の内容Ｅ「球技」として取り扱

い，Ⅱ課程では，ルールを分かりやすく工夫することで，特別支援学校指導要領解説総則編

中学部の保健体育の内容にある「簡単なスポーツ」として取り扱う。 

また，「ボッチャ」は，他の球技のようにポジション取りをしながらボールを扱うことや，

急いで反応することは求められず，決められた位置からジャックボールまでの距離と方向を

判断して投球するので，投げるという一つの動作に絞って技能の向上に取り組むことができ

る競技でもある。ジャックボールの位置を把握し，判断する力は，特別支援学校学習指導要

領解説自立活動編第６章４「環境の把握」の（２）感覚や認知への対応に関すること，（５）

認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関することに深く関係している。また，ねらった

ところに投げるという動作は，５「身体の動き」の（２）姿勢保持と運動・動作の補助的手

段の活用に関すること，（５）作業に必要な動作と円滑な遂行に関することも関係している。 

よって，本単元では，自立活動の「環境の把握」，「身体の動き」と関連付けながら，Ⅰ課程

は，Ｅ「球技」の（１）より，「自己の能力に適した課題をもって運動を行い、その技能を身

に付けること」を目標とし，Ⅱ課程では，目標にある「適切な運動の経験」と「体力の向上」

に着目して，投球技能を高めることに着目していく。 

 そこで，本単元では，ジャックボールまでの距離や方向を確認したり，姿勢や投げ方をど

のように調整すればよいか考えたり，ランプの傾斜や方向を工夫したりすることに重点を置

いて取り組んでいく。そして，ゲームでは，ルールを工夫し，投球前にヒントタイムを設定

して教師と投球のポイントを確認することで，練習で身に付けた投球技能を発揮してジャッ

クボールに近づけることができるようにする。その結果が勝敗に結び付くという成功体験を

積み重ねることで，偶然で勝利するのではなく，自分で考えたり，自分の身体をコントロー

ルしたり，補助具を調整したりして取り組むことが勝敗につながることを実感し，ゲームを

楽しむことにつながってほしいと考え，本単元を設定した。 

 



 

 

 

〔本時の指導〕 

１ 全体目標 

【準ずる教育課程】 

  ・ゲームの中でジャックボールに近づけるために，距離や方向を確認したり，どのように投げるか考えた

りしたことを教師に伝えることができる。〔思考・判断・表現〕 

  ・ゲームの中でジャックボールに近づくよう投球することができる。〔技能〕 

【知的障害課程】 

  ・ゲームの中で，練習で確認したジャックボールの位置や投げ方のポイントについて，教師の問いに答え

ることができる。 

  ・得意な距離のジャックボールに近づくよう投球することができる。〔技能〕 

 

２ 生徒の実態及び個別目標等 

 

①自分の身体へ意識を向けたり，調整したりする力 

 ◎：姿勢の状態を把握したり，細かく動きを調整したりすることができる。 

 ○：姿勢の状態を把握することが難しいが，大まかに動きを調整したりすることができる。 

 △：教師の手本をまねて，大まかに動きをまねすることができる。 

 

  ②距離や方向を把握する力 

 ◎：ボッチャコート全体を，５段階程度で距離や方向を把握することができる。 

 ○：ボッチャコート全体を，３段階程度で距離や方向を把握することができる。 

 △：ボッチャコート手前半分を，３段階程度で距離や方向を把握することができる。 

 

  ③投動作 

 ◎：ボッチャコートの中央より遠くに投げることができる。 

 ○：ボッチャコートの中央あたりまで投げることができる。 

△：１，２メートル程度投げることができる。 

  

単元の目標 

 

【準ずる教育課程】 

・ジャックボールに近づけるための自分の投球について，課題を見つけたり，考えたり，

工夫したりしたところを伝えることができる。〔思考・判断・表現〕 

・ジャックボールに近づくような投球を繰り返し行うことができる。〔技能〕 

【知的障害課程】 

・ジャックボールの位置や，投げ方のポイントについて，教師の問いに答えることができ

る。〔思考・判断・表現〕 

・得意な距離のジャックボールに近づくよう投球することができる。〔技能〕 

指導計画 

（４時間扱い） 

第１次 ジャックボールに近づけよう    ……２時間 

第２次 練習を生かしてゲームに取り組もう ……２時間（本時は１時間） 



 

 

【評価基準】◎：十分達成している。○：おおむね達成している。△：達成しつつある。 
 

担当生徒 

学年（性別) 

生徒の実態 
個別目標 

 

主な指導

場面 

評価方法 ① 

身体の意識 

動きの調整 

② 

距離・方向 

の把握 

③ 

投動作 

Ａ 

＊年 

＊課程 

○ ◎ ◎ ・感覚ではなく，投げる強さの段

階を判断して，投球前に教師に

伝えることができる。（思考・判

断・表現） 

・コート中央のジャックボールに

近づけることができる。（技能） 

５ 

［確認］ 

５ 

［観察］ 

自分の姿勢や身体

の部位がどうなっ

ているか把握する

ことは難しい。気

分によって動きを

模倣することはで

きる。 

コート全体の距離

感や方向を把握す

ることができてい

る。 

両手で投げたり，

片手で投げたり自

分で判断して投げ

ることができる。 

Ｂ 

＊年 

＊課程 

○ ○ △ ・コートにあるボールの位置を踏

まえて，ねらいや自分の投球位

置，強弱などを考え，教師に伝

えることができる。（思考・判

断・表現） 

・狙いに向かってランプの調整を

依頼したり，自分で判断して投

球したりしてジャックボールに

近づけることができる。（技能） 

５ 

［確認］ 

５ 

［観察］ 

意識すると自分の

姿勢を把握するこ

とができるが，自

分が思うように身

体をコントロール

することが難し

い。 

コート手前半分の

距離，方向を把握

することができ

る。 

近距離であれば投

球できる。遠距離

はランプを使用し

て投球する。 

Ｃ 

＊年 

＊課程 

○ ○ ◎ ・方向や距離を確認する言葉やル

ーティーンをについて教師が質

問したことに答えることができ

る。（思考・判断・表現） 

・ジャックボールに近づけること

ができる。（技能） 

５ 

［確認］ 

５ 

［観察］ 

姿勢を意識するこ

とが難しい。 

コート全体の距離

感や方向性を大ま

かに把握すること

ができる。 

投げ方が安定して

いなかったり，強

さの調整が難しか

ったりするが，遠

距離まで投げるこ

とはできる。 

Ｄ 

＊年 

＊課程 

△ △ ○ ・モールで囲った的に目を向け，

ねらうことができる。 

（思考・判断・表現） 

・モールで囲った的の中にボール

を近づけることができる。（技

能） 

５ 

［確認］ 

５ 

［観察］ 

運動機能は高く，

模倣もできるが，

意図的でない。 

カゴや分かりやす

く工夫した的に目

を向けてねらおう

とすることができ

る。 

投げる力はある

が，指示にしたが

って投げることは

難しい。 

Ｅ 

＊年 

＊課程 

○ ○ ○ ・急がずに距離や方向を確認し，

どのように投げるか教師に伝え

ることができる。（思考・判断・

表現） 

・コートの手前半分にあるジャッ

クボールに近づけることができ

る。（技能） 

５ 

［確認］ 

５ 

［観察］ 

上肢の挙上等の難

しい動きがある。

姿勢などの違和感

は気になり，治す

ことができる。 

コート全体の距離

感や方向性を大ま

かに把握すること

ができる。 

投げられる距離の

限界がある。足を

地面について力を

入れて投げようと

することができ

る。 

Ｆ 

＊年 

＊課程 

△ △ △ ・距離に応じた投げ方を実際に投

げる前に教師に見せることがで

きる。（思考・判断・表現） 

・近い位置のジャックボールに近

づけることができる。（技能） 

５ 

［確認］ 

５ 

［観察］ 

動きはゆっくりで

あるが，大きな動

きを大まかに模倣

することができ

る。 

コートの手前であ

れば，距離，方向

を判断することが

できる。 

２ｍ程度の距離ま

でであれば，投げ

ることができる。

腕の振りが安定せ

ず，投げる方向が

ばらつく。 

Ｇ 

＊年 

＊課程 

○ ○ ◎ ・投球の前に自分の姿勢や投げ方

を言葉に出して確認することが

できる。（思考・判断・表現） 

・ジャックボールに近づけること

ができる。（技能） 

５ 

［確認］ 

５ 

［観察］ 

姿勢が崩れていて

も直そうとしない

が，気持ちが入ると

体を起こしたり，姿

勢をよくしようと

したりする。 

大まかにコート全

体の距離や方向を

理解することがで

きている。 

距離を出したり，強

く投げたりするこ

ともでき，下投げで

正確に転がそうと

することもできる。 

 



 

 

 

Ｈ 

＊年 

＊課程 

○ ○ ◎ ・ジャックボールの位置がコート

のどの辺りにあるか，投球前に

教師に伝えることができる。（思

考・判断・表現［確認］） 

・コートの中央にあるジャックボ

ールに近づけることができる。

（技能［観察］） 

５ 

［確認］ 

５ 

［観察］ 

姿勢やフォームを

意識することは難

しいが，自分なり

の方法で身体を動

かすことができ

る。 

大まかにコート全

体の距離や方向を

理解することがで

きている。 

狙ったところに真

っすぐにボールを

転がすことができ

る。 

Ｉ 

＊年 

＊課程 

△ △ △ ・ランプの傾斜を３段階で判断

し，高さと方向を教師にジェス

チャーで依頼することができ

る。（思考・判断・表現［確

認］） 

・近くのジャックボールに近づけ

ることができる。（技能［観

察］） 

５ 

［確認］ 

５ 

［観察］ 

集中してすべてを

模倣することはで

きないが，大きな

動きを模倣するこ

とはできる。 

３段階程度の距離

を判別することが

でき，近い，遠い

という言葉も理解

できる。 

投動作としてボー

ルを意識的に投げ

ることが難しい。 

ランプを使用して

投球する。 

 

 

３ 展開    ※形態の表記は  全体：全,  グループ：グ，  個別：個 
形態 
時間
（分） 

主な学習活動・内容 
（必要に応じて配置図等を入れる） 

指導の手立て（各Ｔの役割等）※評価は□で囲む 

 
 
 
全 

（３） 
 
全 

（７） 
 
 
 
 
 
 
 
全 

（５） 
 
 
 
 
 
 

グ・個 
（10） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

授業開始までランニングをして身体を
温める。 
 
１ 集合，挨拶をする。 
  
 
２ 準備運動をする。 
 
 （１）特体連体操 
 
 （２）上肢のストレッチ等 
 
 
 
 
３ 本時の学習内容の確認する。 
 
   
 
 
 （１）練習  11：20まで（20分） 
 （２）ゲーム 11：30まで（10分） 
 
４ 練習をする。 
 
 
  Ａコート（奥行を狭めたコート） 
  赤：Ｂ  （Ｔ２） 

Ｄ  （Ｔ６） 
  青：Ｅ，Ｆ（Ｔ３） 

Ｉ  （Ｔ１） 
   
 
 
 
 
 
 
 
     ※生徒の位置は固定せず，正面や 
   少しだけ方向を調整する程度の 

位置に移動して投球する。 
 

・各Ｔは，生徒が追い越し等で接触しないよう，誘導したり，
言葉かけをしたりする。 

 
・各Ｔは，Ｔ１が号令をかけたら，ホワイトボード前に集合
できるよう，生徒を促す。生徒に応じて介助をしながら整
列できるようにする。 

・Ｔ１は，前で体操をする生徒と一緒に手本を見せる。 
・各Ｔは，生徒に応じて腕の挙上や回旋等を補助したり，模
倣できるように側で手本を見せたり，言葉かけをしたり
する。 

・Ｔ６は，Ａが体操をしない場合には，足踏み等で身体を温
める体操を行うよう言葉かけをする。 

・各Ｔは，生徒が上肢をしっかりと伸ばしたりほぐしたりで
きるよう，フォームを確認したり，他動的に伸ばしたりす
る。 

・Ｔ１は，先週までの内容を振り返ることができるよう，生
徒とやりとりをしながら学習内容を確認する。 

・Ｔ１は，生徒が見通しをもって学習に取り組むことができ
るよう，時間を明確に示したり，本時の中で行うゲームの
ルールをポイントをしぼって説明したりする。 

 
 
 
・各コートに分かれたら，生徒ごとにボートを配付し，前時
までの学習内容や反省を見ながら，各Ｔと一緒に本時の
目標を確認する。 

・各Ｔは，ゲームの中に投球ポイントを各自が振り返ること
ができるよう，距離，方向の確認方法をルーティーン化し
て覚えられるようにアドバイスする。【環（２）（５），身
（２），（５）】 

・各Ｔは，生徒が投球のポイントに気づいたり，一緒に確認
したりした時には，ボードに代筆して記録しておく。 

＜Ａコート＞ 
・２段階（手前と中央）の距離を練習する。カラーモールで
円をつくって狙いを分かりやすくし，色分けすることで
距離の遠近が分かるようにする。【環（２），（５）】 

・Ｔ２は，Ｂに合った課題が設定できるよう，投球ごとにゲ
ームでの場面を想定し，Ｂが狙いを主体的に決められる
ようにする。 

・Ｔ６は，Ｄが狙いに向かって投げることができるように，
目立つもので視線を誘導したり，投げる手本を見せたり
する。【環（２）】 

・Ｔ１は，Ｉがランプの傾斜を選択しやすいように，腹，胸，

練習をいかしてゲームに取り組
もう。 

 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
グ 

（20） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
グ・個 
（３） 

 
 
全 

（２） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  Ｂコート（公式コート） 
  赤：Ｃ，Ｇ（Ｔ４） 
  青：Ａ，Ｈ（Ｔ５） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※生徒は各スローイングボックス 
から投球する。 
 
 
 

５ ゲームを行う。 

 ※本ゲームのジャックボールの位置 
は教師が設定する。 

  
 ・毎ゲーム，全員の投球が終わった後

にジャックボールを中心に直径１
ｍの輪を置き，近づいたかどうかを
視覚的に判定できるようにする。 

 
 
 
 
 
６ 振り返りをする。 
  各コートで行う。 
 
 
７ まとめ，挨拶をする。 
 

口の位置の３段階の高さで設定し，距離とランプの高さ
の関係が分かるようにする。【環（５）】 

・Ｔ１は，Ｉがランプの方向を調整した後に，ボールの転が
る方向が分かりやすいよう，ランプから帯を転がして確
認できるようにする。【環（２），（５）】 

・Ｔ３は，Ｅが投球を急いで行ってしまう場合には，ボール
を渡す前に，方向や距離を確認するポイントや投げ方を
二者択一で質問し，落ち着いて確認できるようにする。 

・Ｔ３は，Ｆがポイントを理解しやすいよう，大げさな身振
りで見せたり，よいか悪いかがはっきり分かるように伝
えたりする。 

＜Ｂコート＞ 
・３段階（手前，中央，奥）の距離で投球練習を行う。また，
方向の練習も行えるようねらいをコートの左右側にも設
置する。 

・Ｔ４，Ｔ５は，必要に応じて，生徒が方向を定めたり，腕
を振る軌道の方向を確認したりできるよう，スパット（床
面に置く矢印）や矢印のついた竿を活用する。【環（２），
（５）】 

・Ｔ４，Ｔ５は，必要に応じて，タブレットで生徒の投球フ
ォームを撮影し，生徒が自分の姿勢やフォームを確認で
きるようにする。【身（２），（５）】 

・Ｔ４，Ｔ５は，生徒の実態に応じて，発問を選択肢を含め
て行ったり，単語で答えられるようにしたり，簡単に言い
替えられる言葉のヒントを与えたりして，生徒が覚えや
すく，理解しやすい言葉でポイントを伝えられるように
する。 

 
・本時のゲームでは，投球前に各Ｔが狙いや投球ポイントを
確認する時間を取る。ゲームを繰り返す中で，言葉かけを
減らしたり，生徒が主体的にポイントを確認できるよう
に見守ったりする。 

・各Ｔは，投球した生徒だけでなく，見ている生徒にも参考
になるよう，また，意欲を喚起することができるよう，投
球直後にどのように工夫していたか，どこがよかったの
かを分かりやすく言葉にして称賛する。 

・ＡコートはＴ２，ＢコートはＴ５が審判を行う。 

・各Ｔは，ゲームの直後に勝敗と各自の成否（ボールが近づ
いたか）を各自のボードメモしたり，シールを貼ったりす
る。 

・各コートでゲームの勝敗を振り返ったり，それぞれの目標
の評価を行ったり，反省を行ったりする。ボードには各Ｔ
が代筆する。 

 
・Ｔ１は，Ａコート，Ｂコートからそれぞれ一人指名し，本
時の感想を述べるよう依頼する。 

 

ゲームのルール 
・ジャックボールの周りの輪
にボールが多く集まったチ
ームの勝ち。 

・赤，青交互に投げる。 
・一人連続２球投げる。 
・投球前に先生とポイントを
確認しもてよい。（ヒントタ
イム） 

・ジャックボールに近づけるために，距離や方向を確
認したり，どのように投げるか考えたりして，教師
に伝えることができる。Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｅ，Ｆ，Ｇ，
Ｈ，Ｉ（思考・判断・表現［確認］） 

・ねらいに目を向けることができる。Ｄ（思考・判断・
表現［観察］） 

・ジャックボールに近づくよう投球することができ
る。全員（技能［観察］） 

 



 

 

【活動配置図】           

 準備体操，説明等                   練習，ゲーム 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

【板書計画】                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（準備物） 
・ボッチャセット   ・フープ（直径１ｍ）  ・モール（赤，金，青）  ・ランプ 
・ボード    ・筆記具   ・シール   ・タブレット    ・ＣＤデッキ  ・ＣＤ 
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ホワイトボード 

ス
テ
ー
ジ 

Ａコート Ｂコート 
  

ボッチャ 

 

 
①練習  11：20まで（20分） 
②ゲーム 11：30まで（10分） 
 

練習をいかしてゲームに取り組もう 

ゲームのルール 
・ジャックボールの周りの輪にボー
ルが多く集まったチームの勝ち。 

・赤，青交互に投げる。 
・一人連続２球投げる。 
・投球前に先生とポイントを確認し
もてよい。（ヒントタイム） 

イラスト 


